
米国とイランが停戦合意、100ドル割り込む
NY原油先物相場は、1バレル＝117.63ドルまで値上がりした後、90ドル台まで急反落する荒れた展開

になった。週前半は米国がイランの発電施設や橋などのインフラ攻撃に踏みきる可能性が警戒され、上

値追いの展開になった。終値ベースでは、イラン戦争勃発後の高値を更新した。しかし、4月7日に米国

とイランが2週間の停戦で合意すると、一時91.05ドルまで急落している。その後は停戦合意の条件と

されたイランのホルムズ海峡の閉鎖解消が進まないことなどを理由に押し目買いが入ったが、90ドル台

中盤で週末を迎えた。

米国とイランとの間で停戦合意が実現したが、ホルムズ海峡の原油・石油製品の流通が正常化したとは

言い難い。イランと関係のある船舶が複数通過したが、安全な通航が可能かは不透明感が強く、依然と

して流通障害が早期に解消されるのかは見通しが立ちづらい状況にある。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（4月3日時点）は、原油が前週308万バレル増、ガソリ

ンが159万バレル減、石油精製品が314万バレル減となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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急騰地合には一服感も、ホルムズ海峡の開放状況に依存する
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【展望】

米国とイランの停戦合意が実現し、目先は戻り売り優勢の展

開が続く可能性が高い。2週間という期間限定の合意のため、

最終合意に到達できるのかはなお不透明だ。また、停戦合意

の条件とされたホルムズ海峡の即時開放は実現しておらず、

足元の原油・石油製品の供給障害が解消に向かうのかも不確

実性を残している。しかし、米国とイランの双方が停戦で合

意したことは大きな変化であり、改めて原油市場に投機マ

ネーが流入する可能性は後退している。期近限月のプレミア

ム剥落が進めば、80ドル台後半まで価格水準が切り下がる可

能性もある。

ただし、今後はホルムズ海峡の閉鎖解消が着実に進むかに

よって、原油価格見通しは大きく変わる可能性がある。ホル

ムズ海峡を巡っては、イランが航路を指定してイラン軍との

調整を求めている、通航費を要求している、といった報道も

あるが、実際にどのような状況になっているのかは情報が錯

綜している。ホルムズ海峡のタンカー通航件数が増加してい

く見通しが強まると、原油相場の値下がり傾向が強化されよ

う。

一方、現実にはまだホルムズ海峡の流通が改善していくのか

について、不透明感が強い。イラン軍の攻撃を受けるリスク

など、安全な航行は依然として難しいと船舶会社が判断する

と、原油・石油製品の供給が停滞した状態が長期化する可能

性もある。ホルムズ海峡では機雷が設置されている可能性も

報じられており、流通環境の早期改善は難しいと判断される

と、再び110ドル台での取引に回帰する可能性がある。サウ

ジアラビアなど湾岸諸国では、依然として石油関連施設に対

する攻撃も報告されているため、新たな供給障害の発生にも

注意が求められる。
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